
JP 4114767 B2 2008.7.9

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体上に予め設けられている、記録パワーの規正領域内の複数の設定領域のいずれ
かを用いて、当該記録媒体に対する光学的な情報記録の際に用いられる記録パラメータを
設定して前記情報を前記記録媒体に記録する情報記録装置において、
　前記複数の設定領域のいずれかから、予め設定された検出信号である特定検出信号が光
学的に検出されるか否かを確認する確認手段と、
　前記確認手段における確認結果に基づいて、前記規正領域内における、前記記録パワー
の規正処理に使用されていない未使用設定領域を検索する検索手段と、
　前記検索された未使用設定領域内に、前記特定検出信号を光学的に得るための目印信号
を予め設定された所定数の前記設定領域毎に光学的に記録する目印信号記録手段と、
　少なくとも、前記目印信号が記録された領域を除く前記未使用設定領域内に、前記記録
パラメータを設定するための設定信号を記録する設定信号記録手段と、
　前記記録された設定信号を光学的に検出して前記記録パラメータを設定する設定手段と
、
　を備えることを特徴とする情報記録装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の情報記録装置において、
　前記確認手段は、
　前記特定検出信号が光学的に検出されると予測される前記設定領域の前記記録媒体上の
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位置である予測位置を検索する位置検索手段と、
　前記特定検出信号を検出する検出手段と、
　前記設定信号及び前記特定検出信号の検出を行う実行手段を、前記検索された予測位置
から少なくとも前記所定期間に相当する距離だけ離れた前記記録媒体上の位置である探索
開始位置まで移動させる第１移動手段と、
　前記探索開始位置から前記予測位置まで前記実行手段を移動させる間に前記特定検出信
号が検出されたとき以降、当該特定検出信号が検出された前記記録媒体上の位置から更に
少なくとも前記所定期間に相当する距離だけ離れた前記記録媒体上の位置に当該実行手段
を再移動させ、当該再移動後の前記実行手段の位置を新たな前記探索開始位置として、直
前に前記特定検出信号が検出された前記記録媒体上の位置まで前記実行手段を移動させて
前記特定検出信号が検出されるか否かを確認することを繰り返す第２移動手段と、
　により構成されていると共に、
　前記検索手段は、前記探索開始位置から、直前に前記特定検出信号が検出された前記記
録媒体上の位置まで前記実行手段を移動させる間に前記特定検出信号が検出されないとき
、最後に検出された当該特定検出信号が記録されていた前記設定領域に相隣接する前記設
定領域を前記未使用設定領域とすることを特徴とする情報記録装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の情報記録装置において、
　前記記録パラメータは前記情報記録の際に用いられる光ビームの強度であることを特徴
とする情報記録装置。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか一項に記載の情報記録装置において、
　前記所定数は３２であることを特徴とする情報記録装置。
【請求項５】
　記録媒体上に予め設けられている、記録パワーの規正領域内の複数の設定領域のいずれ
かを用いて、当該記録媒体に対する光学的な情報記録の際に用いられる記録パラメータを
設定して前記情報を前記記録媒体に記録する情報記録方法において、
　前記複数の設定領域いずれかから、予め設定された検出信号である特定検出信号が光学
的に検出されるか否かを確認する確認工程と、
　前記確認工程における確認結果に基づいて、前記規正領域内における、前記記録パワー
の規正処理に使用されていない未使用設定領域を検索する検索工程と、
　前記検索された未使用設定領域内に、前記特定検出信号を光学的に得るための目印信号
を予め設定された所定数の前記設定領域毎に光学的に記録する目印信号記録工程と、
　少なくとも、前記目印信号が記録された領域を除く前記未使用設定領域内に、前記記録
パラメータを設定するための設定信号を記録する設定信号記録工程と、
　前記記録された設定信号を光学的に検出して前記記録パラメータを設定する設定工程と
、
　を備えることを特徴とする情報記録方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の情報記録方法において、
　前記確認工程は、
　前記特定検出信号が光学的に検出されると予測される前記設定領域の前記記録媒体上の
位置である予測位置を検索する位置検索工程と、
　前記特定検出信号を検出する検出工程と、
　前記設定信号及び前記特定検出信号の検出を行う実行手段を、前記検索された予測位置
から少なくとも前記所定期間に相当する距離だけ離れた前記記録媒体上の位置である探索
開始位置まで移動させる第１移動工程と、
　前記探索開始位置から前記予測位置まで前記実行手段を移動させる間に前記特定検出信
号が検出されたとき以降、当該特定検出信号が検出された前記記録媒体上の位置から更に
少なくとも前記所定期間に相当する距離だけ離れた前記記録媒体上の位置に当該実行手段
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を再移動させ、当該再移動後の前記実行手段の位置を新たな前記探索開始位置として、直
前に前記特定検出信号が検出された前記記録媒体上の位置まで前記実行手段を移動させて
前記特定検出信号が検出されるか否かを確認することを繰り返す第２移動工程と、
　により構成されていると共に、
　前記検索工程においては、前記探索開始位置から、直前に前記特定検出信号が検出され
た前記記録媒体上の位置まで前記実行手段を移動させる間に前記特定検出信号が検出され
ないとき、最後に検出された当該特定検出信号が記録されていた前記設定領域に相隣接す
る前記設定領域を前記未使用設定領域とすることを特徴とする情報記録方法。
【請求項７】
　請求項５又は６に記載の情報記録方法において、
　前記記録パラメータは前記情報記録の際に用いられる光ビームの強度であることを特徴
とする情報記録方法。
【請求項８】
　請求項５から７のいずれか一項に記載の情報記録方法において、
　前記数は３２であることを特徴とする情報記録方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明が属する技術分野】
　本発明は、情報記録装置及び情報記録方法の技術分野に属し、より詳細には、記録媒体
への情報記録に用いられる記録パラメータを当該情報記録前に設定して情報記録を行う情
報記録装置及び情報記録方法の技術分野に属する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、従来のＣＤ（Compact　Disc）よりも大幅に記録容量を高めた光ディスクであるＤ
ＶＤについての規格が策定され、このうち、再生専用のＤＶＤについては既に一般化しつ
つある。
【０００３】
更に、当該再生専用のＤＶＤだけでなく、情報記録が可能なＤＶＤについても規格化が進
捗している。
【０００４】
ここで、当該記録可能なＤＶＤとしては、一回のみ情報の記録が可能な（すなわち追記の
みが可能な）ＤＶＤであるＤＶＤ－Ｒ（DVD-Recordable）と、情報の記録が複数回可能な
ＤＶＤ－ＲＷ（DVD-Re-Recordable）と、があるが、前者後者供に順次規格化されつつあ
る。
【０００５】
ところで、一般に、上記記録可能なＤＶＤに対して情報記録を実行する場合には、記録す
べき情報に対応して強度変調された記録用の光ビームを当該ＤＶＤに照射して当該情報記
録を行うのであるが、この光ビームの強度（以下、単に記録パワーと称する。）について
は、情報記録を実行する度にその規正処理を行う必要がある。これは、当該記録可能なＤ
ＶＤ自体の汚れや温度或いは情報記録面における反射率の経時変化等に起因してそのとき
の情報記録に最適な当該記録パワーが変化する場合があることによる。
【０００６】
そこで、当該規正処理を実行すべく、上記ＤＶＤ－Ｒの規格においては、ＰＣＡ（Power
　Calibration　Area）及びＲＭＡ（Recording　Management　Area）と称される領域を当
該ＤＶＤ－Ｒにおけるいわゆるリードインエリアの更に内側に設けることが規定されてい
る。
【０００７】
ここで、当該ＰＣＡは複数のセクタに分割されており、一又は複数の当該セクタを用いて
上記規正処理が実行される。より具体的には、当該一又は複数のセクタに相当するＰＣＡ
において、予め設定されているその最小値から順次段階的にその最大値まで記録パワーを
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増大させつつ、例えば、３Ｔ（Ｔは情報記録装置Ｒによる情報記録の最に用いられる単位
時間）乃至１１Ｔのランダムなパルス幅を有する設定信号を順次記録し、次にその記録さ
れた設定信号を最小の記録パワーにより記録されたものから順次検出・再生し、その再生
時に上記各パルス幅に対応する再生信号毎のピークレベル及びボトムレベルが一致する設
定信号の記録時に用いられた記録パワーを、情報記録時における光ビームの最適記録パワ
ーとして設定し、以後記録すべき記録情報の実際の記録をその最適記録パワーの光ビーム
を用いて実行するのである。
【０００８】
そして、このようにして算出された最適記録パワー並びにその最適記録パワーの設定に用
いられたＰＣＡ内のセクタの番号（すなわち、使用済みセクタの番号）が規正履歴として
上記ＲＭＡ内に識別可能に記録され、以後の実際の記録情報の記録が開始されるのである
。
【０００９】
なお、上記したＤＶＤ－Ｒにおいては、その全面に渡って情報記録が一度しか実行できな
いため、記録パワーの最適化に一度用いられたＰＣＡ内のセクタは、以後の当該最適化に
は用いることはできないこととなる。このとき、誤って使用済みのセクタを用いて新たな
記録パワーの最適化を実行してしまうと、正確に当該記録パワーの最適化が実行できず、
従って以後の情報記録も正確に実行できないこととなる。
【００１０】
ここで、上記ＤＶＤ－Ｒの規格においては、次回の記録パワーの規正処理では上記ＲＭＡ
内の記述を参照することで今までの規正処理に使用されていないＰＣＡ内のセクタを検索
し、当該検索された未使用のセクタを用いて当該記録パワー規正処理が実行されることが
規格化されている。
【００１１】
しかしながら、上記ＲＭＡにおける規正履歴を記述することが可能な領域が４００個であ
ることが規格化されていること、及び、規正履歴の記述をいずれのタイミング（例えば記
録完了後のＤＶＤ―Ｒの排出時等）で記述するかについては規格化されていないこと等を
理由として、当該規正履歴が確実に記述されない場合又は規正履歴記述後の当該領域を正
確に検索できない場合があり、それらの場合にはＰＣＡ内のいずれのセクタが使用済みで
あるかの識別が不可能となり、結果として使用済みのセクタを用いて上記規正処理を行っ
てしまう場合があるという問題点があった。
【００１２】
そこで、この問題点に対処すべく、従来では、例えば特開平１１－１７５９７７号公報に
開示されているように、光ビームを用いてＰＣＡ内を走査することで実際に記録されてい
る設定信号に対応する検出・再生信号を検出し、そのレベルから使用済みのセクタを検索
する手法が採られていた。
【００１３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述した従来の使用済みセクタの検索手法によると、（零レベルに近い）
極弱い記録パワーで設定信号の記録が行われたセクタについては、当該検索手法により検
出・再生信号を検出するに足る記録パワーで設定信号が記録されていないため、使用済み
のセクタであっても未使用であると認識してしまい、結果として従来と同様に使用済みの
セクタを用いて記録パワーの規正処理が行われてしまうことで正確に当該規正処理が実行
できない場合があるという問題点があった。
【００１４】
そこで、本発明は、上記の問題点に鑑みて為されたもので、その課題は、ＰＣＡ内におい
て正確に未使用のセクタを検索すると共にこれを用いて正確に記録パワーの規正処理を行
うことが可能なパラメータ設定装置及びパラメータ設定方法、当該パラメータ設定装置等
を含んで情報記録を行う情報記録装置及び情報記録方法並びに当該記録パラメータ設定の
ための設定プログラム等がコンピュータで読取可能に記録された情報記録媒体を提供する
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ことにある。
【００１５】
【課題を解決するための手段】
　上記の課題を解決するために、請求項１に記載の発明は、ＤＶＤ－Ｒ等の記録媒体上に
予め設けられている、記録パワーの規正領域内の複数の設定領域のいずれかを用いて、当
該記録媒体に対する光学的な情報記録の際に用いられる記録パラメータを設定して前記情
報を前記記録媒体に記録する情報記録装置において、前記複数の設定領域のいずれかから
、予め設定された検出信号である特定検出信号が光学的に検出されるか否かを確認する制
御部等の確認手段と、前記確認手段における確認結果に基づいて、前記規正領域内におけ
る、前記記録パワーの規正処理に使用されていない未使用設定領域を検索するピックアッ
プ等の検索手段と、前記検索された未使用設定領域内に、前記特定検出信号を光学的に得
るための目印信号を予め設定された所定数の前記設定領域毎に光学的に記録するピックア
ップ等の目印信号記録手段と、少なくとも、前記目印信号が記録された領域を除く前記未
使用設定領域内に、前記記録パラメータを設定するための設定信号を記録するピックアッ
プ等の設定信号記録手段と、前記記録された設定信号を光学的に検出して前記記録パラメ
ータを設定する制御部等の設定手段と、を備える。
【００１６】
　上記の課題を解決するために、請求項５に記載の発明は、ＤＶＤ－Ｒ等の記録媒体上に
予め設けられている、記録パワーの規正領域内の複数の設定領域のいずれかを用いて、当
該記録媒体に対する光学的な情報記録の際に用いられる記録パラメータを設定して前記情
報を前記記録媒体に記録する情報記録方法において、前記複数の設定領域いずれかから、
予め設定された検出信号である特定検出信号が光学的に検出されるか否かを確認する確認
工程と、前記確認工程における確認結果に基づいて、前記規正領域内における、前記記録
パワーの規正処理に使用されていない未使用設定領域を検索する検索工程と、前記検索さ
れた未使用設定領域内に、前記特定検出信号を光学的に得るための目印信号を予め設定さ
れた所定数の前記設定領域毎に光学的に記録する目印信号記録工程と、少なくとも、前記
目印信号が記録された領域を除く前記未使用設定領域内に、前記記録パラメータを設定す
るための設定信号を記録する設定信号記録工程と、前記記録された設定信号を光学的に検
出して前記記録パラメータを設定する設定工程と、を備える。
【００５１】
【発明の実施の形態】
次に、本発明に好適な実施の形態について、図面に基づいて説明する。
【００５２】
なお、以下に説明する実施の形態は、上述した記録媒体としてのＤＶＤ－Ｒに対して情報
を記録する情報記録装置において、実際の情報記録処理の前に実施される記録パワーの設
定処理に対して本発明を適用した場合の実施の形態である。
【００５３】
始めに、実施形態に係る情報記録装置の概要構成及び動作について、図１及び図２を用い
て説明する。
【００５４】
なお、図１は実施形態に係る情報記録装置の概要構成を示すブロック図であり、図２はＤ
ＶＤ－Ｒ１の細部構造を示す模式図である。
【００５５】
　図１に示すように、実施形態に係る情報記録装置Ｒは、検索手段、設定信号記録手段、
検出手段、実行手段及び目印信号記録手段としてのピックアップ２と、ＲＦ（Radio Freq
uency）検出部３と、ＣＰＵ等よりなる確認手段、位置検索手段、第１移動手段、第２移
動手段及び設定手段としての制御部４と、タイミング生成部５と、記録パワー設定部６と
、記録パターン発生部７と、記録波形生成部８と、駆動部９と、レーザドライバ１０と、
プリフォーマット検出部１１と、コンデンサ２１、ピーク検出部２２及びボトム検出部２
３を含むレベル検出部２４と、加算器２５と、により構成されている。
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【００５６】
次に、各構成部材の動作等を説明する。
【００５７】
最初に情報記録処理一般における動作について説明する。
【００５８】
先ず、ＤＶＤ－Ｒ１には、当該ＤＶＤ－Ｒ１上の情報の記録位置を示すアドレス情報及び
同期信号等が、いわゆるプリピットを形成することにより予め（その製造段階において）
記録されている。
【００５９】
そして、ＤＶＤ－Ｒ１に情報を記録する際には、先ず、ピックアップ２は、実際の情報記
録の直前に情報記録用の光ビームＢを当該プリピットに照射し、外部から入力されてくる
記録すべき記録情報の記録位置を示すアドレス情報並びに当該記録処理における基準クロ
ックとして用いられる記録クロックを生成するための同期信号を、例えばいわゆるプッシ
ュプル法等により検出し、これらを含むプッシュプル信号Ｓppを生成してプリフォーマッ
ト検出部１１へ出力する。
【００６０】
これにより、プリフォーマット検出部１１は、当該プッシュプル信号Ｓppから上記同期信
号Ｓsycとアドレス情報Ｓadrとを分離し、当該同期信号Ｓsycをタイミング生成部５へ出
力すると共に、当該アドレス情報Ｓadrを制御部４に出力する。
【００６１】
そして、タイミング生成部５は、当該同期信号Ｓsycに基づいて上記記録クロック信号Ｓt
mを生成し、記録パワー設定部６及び記録パターン発生部７へ出力する。
【００６２】
一方、外部から入力される上記記録情報Ｓrは、制御部４へ入力される。
【００６３】
そして、制御部４は、当該入力された記録情報Ｓrにエラー訂正符号の付加や変調処理を
行うと共に、上記アドレス情報Ｓadrに基づいて当該入力された記録情報Ｓrを記録すべき
ＤＶＤ－Ｒ１上の記録位置を認識し、その記録位置に対応するタイミングで当該処理した
記録情報Ｓrを記録信号Ｓrrとして記録波形生成部８へ加算器２５を介して出力する。
【００６４】
一方、記録パターン発生部７は、後述する規正処理時において、制御部４からの制御信号
Ｓctに基づいて、上記記録クロック信号Ｓtmを基準クロックとして３Ｔ乃至１１Ｔのラン
ダムなパルス幅を有する記録パターン信号Ｓptを生成し、記録波形生成部８へ加算器２５
を介して出力する。
【００６５】
そして、記録波形生成部８は、記録信号Ｓrr又は記録パターン信号Ｓptに対して、ＤＶＤ
－Ｒ１上の記録トラックに当該記録パターン信号Ｓptの波形に対応して形成される記録ピ
ットの形状を整え且つ最適化するための波形整形処理（いわゆるストラテジ処理）を施し
、整形パターン信号Ｓsrを生成して駆動部９へ出力する。
【００６６】
一方、記録パワー設定部６は、制御部４からの制御信号Ｓcpに基づいて、情報記録前に実
行される後述する記録パワー設定処理により設定された記録パワーを示すパワー信号Ｓpc
を生成し、駆動部９へ出力する。
【００６７】
そして、駆動部９は、当該パワー信号Ｓpcにより示される記録パワーで記録用の光ビーム
Ｂを照射するための駆動信号Ｓddを生成し、ドライバ１０へ出力する。
【００６８】
これにより、ドライバ１０は、ピックアップ２内の図示しない半導体レーザを駆動するこ
とで、上記パワー信号Ｓpcにより示される記録パワーを基準として整形パターン信号Ｓsr
により示される波形変化に対応して強度変調された上記記録用光ビームＢを射出させるた
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めの駆動信号Ｓdを生成してピックアップ２内の当該半導体レーザに出力する。
【００６９】
そして、当該駆動信号Ｓdにより当該半導体レーザが駆動されることで元の記録情報Ｓrに
対応する記録用光ビームＢがＤＶＤ－Ｒ１に照射され、これにより当該記録情報Ｓrに対
応する記録ピットがＤＶＤ－Ｒ１上の記録トラックに形成されることで、一連の当該記録
情報Ｓrの記録処理が完了する。
【００７０】
次に、上述した記録処理に先立って実行される実施形態に係る記録パワーの規正処理につ
いて説明する。
【００７１】
上述したように、実施形態に係る規正処理は、ＤＶＤ－Ｒ１におけるリードインエリアの
更に内側に形成されているＰＣＡ及びＲＭＡを用いて実行される。
【００７２】
ここで、当該ＰＣＡ及びＲＭＡを含むＤＶＤ－Ｒ１の細部構造について、図２を用いて説
明する。
【００７３】
　図２に示すように、実施形態のＤＶＤ―Ｒ１は、その内周側から、情報記録装置Ｒ内の
図示しないスピンドルモータの回転軸にＤＶＤ－Ｒ１を載置・固定するためのクランプ孔
ＣＨと、内周側において情報が記録されない非記録領域１６と、上記ＰＣＡ１８と、上記
ＲＭＡ１２と、実際の記録処理が実行される情報領域ＤＡと、外周側において情報が記録
されない終端領域１７と、により構成されている。
【００７４】
更に、上記情報領域ＤＡは、後述するデータエリア１４に記録されている記録情報を再生
する際に読み出すべき開始情報等が記録されるリードインエリア１３と、当該記録情報が
記録される上記データエリア１４と、データエリア１４に記録されている記録情報の再生
を終了する際に読み出すべき終了情報等が記録されるリードアウトエリア１５と、により
構成されている。このとき、リードインエリア１３はデータエリア１４に情報を記録する
に当たってそれより先に上記開始情報等が記録される領域であり、一方、リードアウトエ
リア１５はＤＶＤ－Ｒ１全体に対する記録が収容した後に（すなわち、ＤＶＤ－Ｒ１全体
に対する記録情報の記録を完了する際に）始めて上記終了情報等が記録される領域である
。
【００７５】
次に、ＰＣＡ１８は、Ｎ個（Ｎは例えば７０００）の上記セクタ２０に分割されており、
これらセクタ２０のうちの一又は複数を用いることで記録用光ビームＢの記録パワーの規
正処理が実行される。
【００７６】
また、各セクタ２０は、ＤＶＤ－Ｒ１の外周側にあるセクタ２０-1から順次使用されるこ
とが規格化されている。
【００７７】
すなわち、例えば一のセクタ２０のみを用いて一回の規正処理を実行する場合を例に取る
と、セクタ２０-1に対してその内周側から外周側に記録パワーを順次増大させつつ（図２
点線参照）設定信号を記録してゆくことで一回の規正処理が実行され、その次の回の規正
では、セクタ２０-2に対してその内周側から外周側に記録パワーを順次増大させつつ（図
２点線参照）設定信号を記録してゆくことで当該次の規正が実行されることとなる。
【００７８】
一方、ＲＭＡ１２は、予め設定されているタイミングで上記規正処理により設定された最
適記録パワーの値及びそれまでの規正処理に用いられたＰＣＡ１８内のセクタ２０の番号
が順次書き込まれる設定記録領域を４００個備えて構成されている。
【００７９】
次に、図１に戻って、これらＰＣＡ１８及びＲＭＡ１２を用いた上記規正処理においては
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、例えば上記した一のセクタ２０のみを用いて一回の規正処理を実行する場合を再び例に
取ると、先ず、制御部４は、上述した３Ｔ乃至１１Ｔのランダムなパルス幅を有する記録
パターン信号Ｓptが生成されるように記録パターン発生部７に制御信号Ｓctを出力する。
【００８０】
他方、制御部４は、セクタ２０-1に対してその内周側から外周側に記録パワーを順次増大
させつつ（図２点線参照）設定信号を記録するように記録パワー設定部６を制御すべく上
記制御信号Ｓcpを出力する。
【００８１】
これにより、当該記録パワー設定部６は、当該記録パワーが順次増大するように上記パワ
ー信号Ｓpcを出力する。
【００８２】
そして、駆動部９及びドライバ１０は、当該パワー信号Ｓpcに基づいて順次記録パワーを
増大させつつセクタ２０-1内に順次設定信号を記録していく。この処理により、セクタ２
０-1内には、階段上に順次再生強度が変化してゆく設定信号が記録されることとなる。
【００８３】
次に、その階段状に記録された設定信号を、ピックアップ２を用いて再生することにより
得られる検出信号Ｓrfのピークレベル及びボトムレベルをレベル検出部２４において検出
する。
【００８４】
このとき、レベル検出部２４は、検出信号Ｓrfの直流成分をコンデンサ２１により除去し
、その出力であるコンデンサ信号Ｓcdのピークレベル及びボトムレベルを夫々ピーク検出
部２２及びボトム検出部２３により検出し、ピークレベル信号Ｓpl及びボトムレベル信号
Ｓblを制御部４に出力する。
【００８５】
これにより、制御部４は、ピークレベル信号Ｓpl及びボトムレベル信号Ｓblに基づき、３
Ｔから１１Ｔのパルス幅に対応する各検出信号Ｓrf毎のピークレベル及びボトムレベルが
一致する設定信号を記録した際の記録パワーをその時の最適記録パワーとして図示しない
メモリ内等に設定し、以後の実際の記録情報Ｓrの記録処理に用いるのである。
【００８６】
次に、主として制御部４を中心として実行される実施形態に係る規正処理について、具体
的に図３乃至図５を用いて説明する。
【００８７】
なお、図３及び図４は当該規正処理を示すフローチャートであり、図５は当該規正処理に
対応する各種波形図等を示す図である。
【００８８】
また、以下に説明する規正処理においては、６４個のセクタ２０を用いて一回の規正処理
を実行し、更に一のセクタ２０内においては同一の記録パワーで設定信号を記録すると共
に３２セクタ毎に後述する目印信号を記録するものとする。更に、図５において検出信号
Ｓrfのレベルは下方向ほど高いものとする。
【００８９】
図３に示すように実施形態の規正処理（記録パワー設定処理）においては、始めに、各初
期設定が実行される（ステップＳ１）。
【００９０】
　ここで、ステップＳ１における初期設定処理についてより具体的には、当該初期設定処
理として、後述する複数の目印信号を記録する際のその間隔を示すカウンタ値（記録パワ
ーが一段階増大される毎に一だけインクリメントされる）であるパラメータＸを初期化（
すなわち、パラメータＸ←０とする）すると共に、設定信号を記録する際の記録パワーの
変更頻度を示すパラメータＹに記録パワーの変更ステップ数Ｍ（実施形態の場合はＭ＝６
４）を設定し、更に、上記目印信号以外の設定信号を記録していくに当たってのその記録
パワーの初期値（具体的には、ＤＶＤ－Ｒフォーマットにより規定された最小値）を設定
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する。
【００９１】
初期設定が完了すると、次に、ＰＣＡ１８内において、それまでに実行された規制処理に
用いられたセクタ２０の先頭のＤＶＤ－Ｒ１上の位置（すなわち、使用済みエリアの先頭
位置）を検索する（ステップＳ２）。この検索処理については、後ほど図４を用いて詳述
する。
【００９２】
使用済みエリアの先頭位置が検索されると、次に、その先頭位置から内周側に６４セクタ
分だけ光ビームＢの照射位置を移動させ、今回の規正処理に用いるセクタ２０の先頭のＤ
ＶＤ－Ｒ１上の位置（すなわち、未使用エリアの先頭位置）を検索する（ステップＳ３）
。このステップＳ３における検索処理についてより具体的には、上記プリピットにより予
め記録されている各セクタ２０の番号（アドレス情報）を手掛かりとして今回の規正処理
に用いるセクタ２０の先頭位置を検索する。
【００９３】
また、当該検索に伴う光ビームＢの照射位置の移動は、制御部４の制御に基づいて図示し
ないトラッキングサーボ機構等が動作することにより実行される。
【００９４】
未使用エリアの先頭位置が検索されると、次に、上記パラメータＸの値が現在「０」であ
るか否かが確認される（ステップＳ４）。
【００９５】
そして、未使用エリアを検索した直後はパラメータＸは「０」であるので（ステップＳ４
；ＹＥＳ）、次に、最後に設定信号が記録された際の記録パワーを制御部４内の図示しな
いメモリに格納すると共に、当該パラメータＸの値に「３２」（３２セクタ毎に目印信号
を記録することを示す。）を設定し、更に、情報記録装置Ｒにおいて可能な最大の記録パ
ワーをもって目印信号をセクタ２０内に予め設定された所定期間だけ記録する（ステップ
Ｓ５）。このステップＳ５の処理により、未使用エリアの先頭位置に最初の目印信号が記
録されることとなる。
【００９６】
次に、パラメータＸ及びＹを共に一ずつデクリメントし（ステップＳ７）、更にパラメー
タＹが「０」となったか否か、すなわち、一回の規正処理が完了したか否かが確認される
（ステップＳ８）。
【００９７】
そして、現在では未だ一回の規正処理が終了していないので（ステップＳ８；ＮＯ）、一
セクタ分の記録時間の経過を待ち（ステップＳ９）再度ステップＳ４に戻る。
【００９８】
このとき、今回のステップＳ４においてはパラメータＸの値は「０」ではないので（ステ
ップＳ４；ＮＯ）、次に、設定信号の記録パワーをステップＳ１において設定した初期値
から一段階だけ増大させて設定信号を記録し（ステップＳ６）再度ステップＳ７に移行し
て以後各パラメータを一ずつデクリメントしつつ（ステップＳ７）上述した一連の処理を
繰り返す。
【００９９】
以上説明したステップＳ１乃至Ｓ９の処理が繰り返されることにより、結果として、上記
未使用エリアの先頭位置及びその先頭位置から３２セクタ離れた位置に二つの目印信号（
実施形態の規正処理では６４セクタを用いて一回の規正処理が完了するので、その一回の
規正処理の間に記録される目印信号は二つのみである。）が記録され、その目印信号の間
及び未使用エリアの最後尾の位置までの間は、１セクタ毎にその最大値まで一段階だけ記
録パワーが増大されつつ設定信号が記録されることとなる。
【０１００】
そして、６４セクタ分の設定信号の記録が完了すると（ステップＳ８；ＹＥＳ）、次に、
上述したステップＳ２と同様の処理により記録済みエリア（上記ステップＳ１乃至Ｓ９の
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処理により目印信号及び設定信号が記録されたＰＣＡ１８内の記録済みエリア）の先頭位
置を検索し（ステップＳ１０）、その先頭位置から６４セクタ分の設定信号及び目印信号
を検出・再生して上記検出信号Ｓrfを生成し（ステップＳ１１）、更にそのレベルをＲＦ
検出部３において取得して（ステップＳ１２）上記レベル信号Ｓpを生成して制御部４へ
出力する。
【０１０１】
このとき、当該検出される検出信号Ｓrfの波形としては、図５に示すように、上記ステッ
プＳ１乃至Ｓ９の処理により形成された記録済みエリアの先頭位置及び当該先頭位置から
３２セクタ分だけ外周側に離れた位置から上記目印信号に対応する最大レベルの特定検出
信号ＳＰが検出され、更に、その間の領域からは、一セクタ毎に外周側に向かって四段階
に増大していく各設定信号に対応する再生レベルを有する検出信号Ｓrfが検出されること
となる。そして、これら特定検出信号ＳＰ及び検出信号Ｓrfのうち、予め設定された上記
最適レベル以上のレベルを有する検出信号Ｓrfが入力されているとき「ＨＩＧＨ」レベル
となる上記レベル信号Ｓp（図５最下段参照）が制御部４に出力されることとなる。
【０１０２】
そして、レベル検出部２４から出力されたピークレベル信号Ｓpl及びボトムレベル信号Ｓ
blに基づき、３Ｔ乃至１１Ｔの各パルス幅に対応する各検出信号Ｓrf毎のピークレベル及
びボトムレベルが一致する設定信号を記録した際（上記タイミングＴ参照）の記録パワー
をその時の最適記録パワーとして制御部４内の図示しないメモリ内等に設定し（ステップ
Ｓ１３）、以後の実際の記録情報Ｓrの記録処理に用いるのである。
【０１０３】
なお、図３に示す一連の規正処理が完了した後は、上記記録済みエリアとして使用された
セクタの番号及び当該設定された記録パワーは、ＲＭＡ１２内の対応する設定記録領域内
に記録される。
【０１０４】
次に、上記ステップＳ２及びＳ１０における検索処理について、図４を用いて詳説する。
【０１０５】
当該検索処理においては、図４に示すように、始めに、前回の規正処理において使用（記
録）済みセクタ番号及び設定記録パワーが記録されていた設定記録領域を検索して当該使
用（記録）済みセクタ番号（使用済みエリアの先頭位置のアドレス）を取得し（ステップ
Ｓ２０）、次に、その先頭位置に光ビームＢの照射位置を移動させる（ステップＳ２１）
。
【０１０６】
そして、その先頭位置から外周側に当該照射位置を移動させつつ何らかのレベルを有する
検出信号Ｓrfが検出されるか否かを確認する（ステップＳ２２）。
【０１０７】
次に、最初に検出信号Ｓrfが検出された位置から上記プリピットにより記録されているア
ドレス情報を手掛かりとして６４セクタ分を越えるよう内周側に当該照射位置を二トラッ
ク分だけトラックジャンプさせ（ステップＳ２３）、再度そのトラックジャンプ後の位置
から外周側に照射位置を移動させつつ検出信号Ｓrfが検出されるか否かを探索・確認する
（ステップＳ２４）。
【０１０８】
そして、何らかのレベルを有する検出信号Ｓrfが検出されたときは（ステップＳ２４；Ｙ
ＥＳ）、現在の当該照射位置は使用（記録）済みエリア内であるとして、次にその位置の
アドレスを取得して（ステップＳ２５）ステップＳ２３に戻って上述したトラックジャン
プ処理等を繰り返す。
【０１０９】
一方、ステップＳ２４の判定において、何ら検出信号Ｓrfが検出されないときは（ステッ
プＳ２４；ＮＯ）、次に、トラックジャンプ（ステップＳ２３）前の照射位置まで探索・
確認し終わっているか否かを確認し（ステップＳ２６）、トラックジャンプ前の照射位置



(11) JP 4114767 B2 2008.7.9

10

20

30

40

50

まで探索・確認し終わっていないときは（ステップＳ２６；ＮＯ）再度ステップＳ２４に
戻って探索・確認を継続し、一方、トラックジャンプ前の照射位置まで探索・確認し終わ
っているときは（ステップＳ２６；ＹＥＳ）、最後に取得（ステップＳ２５）したアドレ
スに対応する位置を使用（記録）済みエリアの先頭位置であると認識し（ステップＳ２７
）上記ステップＳ３又はＳ１１に移行する。
【０１１０】
　以上説明したように、上述した情報記録装置Ｒにおける規正処理によれば、特定検出信
号ＳＰを手掛かりとして未使用エリアを検索して目印信号及び設定信号を記録すると共に
当該記録された設定信号を用いて記録パワーの設定を行うので、正確に未使用エリアを検
索しこれを用いて正確に記録パワーの設定を行うことができる。
　従って、正確に設定された記録パラメータを用いて正確且つ確実に情報記録を行うこと
ができる。
【０１１１】
また、設定信号よりも先に検出される位置に目印信号が記録されるので、ＰＣＡ１８にお
いて最初に検出される位置を正確に検出することで未使用エリアを確実に検出することが
できる。
【０１１２】
更に、設定信号記録中における３２セクタ毎に目印信号が記録されるので、長期間特定検
出信号ＳＰが検出されないことによる未使用エリアの誤検出を防止できる。
【０１１３】
更にまた、ＲＭＡ１２により示される使用（記録）済みエリアの先頭位置から検出信号Ｓ
rfが検出される位置までの光ビームＢの照射位置の移動と当該先頭位置の更新とを繰り返
しつつ特定検出信号ＳＰに基づいて使用（記録）済みエリアを検出するので、確実に未使
用エリアを検出することができる。
【０１１４】
更に、設定された記録パワーを用いて情報記録を実行するので、正確に設定された記録パ
ワーを用いて正確且つ確実に情報記録を実行することができる。
【０１１５】
なお、上述した実施形態においては、６４セクタにより一回の規正処理が行われる場合に
ついて説明したが、これ以外に、一のセクタ２０のみを用いて一回の規正処理を実行する
場合でも、その先頭に目印信号を記録しておけば、本発明と同様の効果を得ることができ
る。
【０１１６】
更に、上述した実施形態においては、ＤＶＤ－Ｒ１に対する記録パワーの規正処理に対し
て本発明を適用した場合について説明したが、これ以外に、現在一般化しつつあるＣＤ－
Ｒ（CD-Recordable）に対する記録パワーの規正処理に対して本発明を適用することも可
能である。
【０１１７】
また、図３及び図４に示すフローチャートに対応するプログラムを情報記録媒体としての
フレキシブルディスク又はハードディスク等に記録しておき、一般のマイクロコンピュー
タ等によりこれを読み出して実行させることにより、当該マイクロコンピュータを実施形
態の制御部４として活用することも可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施形態に係る情報記録装置の概要構成を示すブロック図である。
【図２】実施形態のＤＶＤ－Ｒの細部構造を示す模式図である。
【図３】実施形態の記録パワー設定処理を示すフローチャート（Ｉ）である。
【図４】実施形態の記録パワー設定処理を示すフローチャート（II）である。
【図５】実施形態の記録パワー設定処理に対応する各波形図等を示す図である。
【符号の説明】
１…ＤＶＤ－Ｒ
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２…ピックアップ
３…ＲＦ検出部
４…制御部
５…タイミング生成部
６…記録パワー設定部
７…記録パターン発生部
８…記録波形生成部
９…駆動部
１０…ドライバ
１１…プリフォーマット検出部
１２…ＲＭＡ
１３…リードインエリア
１４…データエリア
１５…リードアウトエリア
１６…非記録領域
１７…終端領域
１８…ＰＣＡ
２０-1、２０-2、２０-3、２０-(n-1)、２０-n…セクタ
２１…コンデンサ
２２…ピーク検出部
２３…ボトム検出部
２４…レベル検出部
ＤＡ…情報領域
ＣＨ…センターホール
ＳＰ…特定検出信号
Ｒ…情報記録装置
Ｂ…光ビーム
Ｓpp…プッシュプル信号
Ｓsyc…同期信号
Ｓadr…アドレス情報
Ｓtm…記録クロック信号
Ｓr…記録情報
Ｓrr…記録信号
Ｓpt…記録パターン信号
Ｓsr…整形パターン信号
Ｓcp、Ｓct…制御信号
Ｓpc…パワー信号
Ｓdd、Ｓd…駆動信号
Ｓcd…コンデンサ信号
Ｓpl…ピークレベル信号
Ｓbl…ボトムレベル信号
Ｓrf…検出信号
Ｓp…レベル信号
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